
三菱製鋼株式会社 

 - 1 -

揮発性有機化合物の排出抑制対策事例 

 

標準産業分類細分類コード 主な対策コード

３ ０ １ ３ ５ 

事業者の名称  三菱製鋼株式会社 
事業所の名称  千葉製作所 
事業所の所在地 〒２９０－００６７ 

 千葉県市原市八幡海岸通１－６ 
担当部署名 １ 担当部署 製造部 製造グループ 

２ 電話番号 0436-40-1200 

３ ホームページ http://www.mitsubishisteel.co.jp/ 
事業所概要  自動車・建設機械・産業機器用のばね

．．
製品（巻ばね・板ばね・スタビ

ライザーなど）の製造 
取組の名称  揮発性有機化合物（ＶＯＣ）除去装置の運用 

取組の概要  当社は自動車・建設機械・産業機器用のばね
．．

製品（巻ばね・板ばね・

スタビライザーなど）を製造しています。製品の塗装にはＶＯＣを含ま

ない粉体塗装とＶＯＣを含む溶剤系の塗装を採用しています。 

対象年度以前より工場内にある複数の塗装工程で発生するＶＯＣをダ

クトで収集して除去するＶＯＣ除去装置を設置し排出削減を図って来ま

した。現在では総発生量と処理能力のバランスを見直して平成１２年度

比で６０％の削減となっています。 

取組の内容  除去装置はＶＯＣを９０％以上除去する能力を持っており工場建設直

後の平成６年から使用しています。この装置は対象となる複数の塗装施

設から発生する排ガス量合計の５０％以上を処理していました。 
 全体の処理量向上のため、設備設置当時と比較して塗装施設数の減少

や稼動状況に合わせて出来るだけ多くの排ガスを処理装置に送る様に運

転設定を見直し、最近では９０％近くの除去率で運転しています。 
 また、日常点検やフィルター，活性炭の定期交換等のメンテナンスを

実施しています。 

講じている対策の

手法 

  □１原材料対策による手法  ■２工程管理による手法 
  □３施設の改善による手法  □４屋外タンク貯蔵所の改造 
  ■５処理装置による手法   □９その他の手法 
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取組の効果 

１ ＶＯＣ取扱量等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 取組の特長 

 
(1)ＶＯＣ排出削減効果の実績 

 ＶＯＣ排出量 ＶＯＣ除去率 
平成１２年度 ７４．８トン/年 約６０％ 
平成１９年度 ２７．１トン/年 約８５％ 

 
 先に述べた取組により、平成１７年度からＶＯＣ処理装置による除去

率の向上が確認出来ています。 

 
 
(2) ＶＯＣ排出削減以外の効果 
   ――――― 
 
 
 
 
 
 塗装設備が工場の中に複数箇所あり、個々の発生源で対策を行うより

も一括で対策を行う方がコスト・管理面でメリットがあるということで、

処理装置の導入となりました。 
 能力維持に必要なメンテナンス費用（日常点検やフィルター・活性炭

の定期交換）とエネルギー費用（電力・都市ガス）を計上し、排出削減

を行っています。 
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� 参考資料 

・処理装置の説明 

 ＶＯＣを含む塗装排ガスはフィルター，

活性炭及び吸着ローターによりＶＯＣを吸

着除去します。処理済みガスの一部は大気

へ排出されます。残りは吸着ローターの回

転で濃縮分離され、後段の触媒酸化装置で

燃焼させて大気に排出します。 
 
除去能力 

吸 着 浄 化  ： ９０％以上 
触媒酸化浄化 ： ９５％以上 

 

 
 

塗装排ガス 

フィルター 

活性炭 

吸着ローター 

触媒酸化装置 

濃縮 

吸着浄化

ガス

触媒酸化浄化ガス 

除去装置

排ガス処理の流れ 


